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テクノロジーとイノベーションで京都の未来を創造する 

始動！ 

 

 京都市では、京都ならではのスタートアップ・エコシステムの形成と発展に向けて、ス

タートアップの創出・成長支援に取り組んでいます。 

この度、京都市及び日本アイ・ビー・エム株式会社（以下「日本IBM」という。）は、「テ

クノロジーとイノベーションで京都の未来を創造する」をテーマに、生成AI等を活用した

スタートアップ支援プログラム「IBM BlueHub プログラム in Kyoto」を開始します。 

京都のより良い未来の実現に向け、革新的な技術・サービス等を有するスタートアップ

や学生起業家を広く募集しますので、ぜひ御応募ください。 
 

１ 「IBM BlueHub プログラム in Kyoto」実施概要 

(1) 概要 

   テーマに基づいた、本市の地域課題解決に資する取組を募集。審査を経て選出され

たスタートアップ及び学生起業家５者に対し、日本IBMが保有するAIなど先端テクノ

ロジーの提供、日本 IBM の技術有識者やコンサルタントなどが有する多様な専門性や

知見の提供、協力投資家とのメンタリング機会の提供などを通じた支援を行うほか、

日本最大級のスタートアップイベント「IVS2025 KYOTO」にあわせ、成果発表の場を御

提供します。 

 

 

 

 

 

 

 

 (2) 対象 

   ア 株式未上場のスタートアップ企業（ステージ不問） 

   イ 学生起業家 
 

※プロダクトやサービス、もしくはそのプロトタイプがあること。 

※メンバーに技術者がいる、もしくは協力が得られることが望ましい。 
 

 (3) 募集期間 

   令和６年１１月２２日（金）～同年１２月２２日（日） 
 

(4) 募集テーマ 

「テクノロジーとイノベーションで京都の未来を創造する」 

報道発表資料 

（経 済 同 時） 

（参考）「IBM BlueHub」について 

日本 IBM が展開し、今回で 8 回目となるスタートアップ支援プログラム。こ

れまでに登山アウトドア Web サービス＆アプリを運営する「ヤマップ」や日本

発メタバース・プラットフォーム「cluster」、ドローンと四次元時空間情報基

盤の提供「トラジェクトリー」、調理ロボットの画像認識ソリューションを有す

る「コネクテッドロボティクス」など、多くの著名スタートアップが参加。 



（参考）京都市の地域課題 

・若い世代に選ばれる子育て・教育環境 

・文化を基軸とした豊かさの向上 

・市民生活と観光の調和 

・産業・経済の創造拠点としての京都の強みの磨き上げ 

・環境・自然と調和した持続可能な社会の実現  等 
 

 ※京都市の地域課題に関する詳細は以下を御参照ください。 

https://www.city.kyoto.lg.jp/sankan/cmsfiles/contents/0000334/334691/citypolicy.pdf 

 

(5) 参加予定の金融機関・投資家 

ア 協力金融機関 

コミュニティ・バンク京信 

イ メンター（投資家） 

・Archetype Ventures Managing Partner 福井 俊平 氏 

・株式会社セールスフォース・ジャパン 常務執行役員 Salesforce Ventures 日本代表・パートナー 浅田 賢 氏  

・01Booster Capital 取締役/パートナー 浜宮 真輔 氏 

・三菱 UFJキャピタル株式会社 投資第二部 副部長 藤本 光 氏 
 

(6) 選出されたスタートアップ及び学生起業家の主なメリット 

・ 技術からビジネスまで日本IBMの多様な専門性・知見を活用し、事業成長に向け

た各種課題を解決できる機会が得られる。 

・  日本 IBMのクライアントとの協業を通じて事業開発の機会が得られる。 

・ 無償提供されるAI技術（IBM watsonx）等の日本IBMのテクノロジーを活用し、

短期間にプロダクト/サービスの機能を強化できる機会が得られる。 

・  関連イベントへの登壇・出展などによりプロモーションの機会が得られる。 

（日本最大級のスタートアップイベント「IVS2025 KYOTO」にあわせた成果発表等） 

・  京都市との連携の可能性 
   

２ 応募方法 

以下の申込ページから御応募ください。 

   
 

３ 主なスケジュール 

募集期間（書類申請） 令和６年１１月２２日（金）～１２月２２日（日） 

選出スタートアップ発表 令和７年１月３１日（金） 

支援期間 令和７年２月～７月 

プログラム成果発表 令和７年７月２日（水）～４日（金）IVS2025 KYOTO 期間中 
 

４ 問合せ先 

＜日本アイ・ビー・エム株式会社＞ 

・IBM BlueHub プログラムについて【E-Mail】Future.Design.Lab@ibm.com 

・報道関係者お問合せ先 

広報代表（担当：川上）【TEL】03-3808-5120 【E-mail】PRESSREL@jp.ibm.com 

＜京都市＞ 

・IBM BlueHub プログラムで対象とする京都市の課題について 

京都市産業観光局産業イノベーション推進室（担当：羽室、植木） 

【TEL】075-222-3339 【E-mail】startup@city.kyoto.lg.jp 

申込ページ 
二次元コード 

https://growth.creww.me/dfb55bf5-8c33-11ef-a838-ffb4527a7cda.html 


